
令和７年第３回定例会
【９月４日～９月９日（６日間の会期）全議案・原案可決 】

令和6年度一般会計・特別会計 歳入歳出決算を認定

監
査
委
員
決
算
審
査
報
告

決算特別委員会報告
9 月 4 日開会初日、本会議に提案された令和 6 年度境町一般

会計及び特別会計の決算認定については、委員 10 名による決算
特別委員会を設置し、同委員会に付託されました。

委員会は、9 月 8 日に開催され、慎重に審査をした結果いずれ
の会計とも認定すべきものと決定し、9 月 9 日の本会議において
委員長報告のとおり全会一致をもって認定されました。

８
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
（
５
日
間
）、
令
和
６
年

度
境
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
５
件
の
審
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
山
本
監
査
委
員
よ
り
次
の
と
お
り

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
一
般
会
計

歳
入
財
源
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
、
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補
助
金
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、

防
災
・
安
全
交
付
金
等
の
財
源
を
活
用
し
た
こ
と
に
よ

り
、
施
策
・
事
業
を
効
果
的
に
実
施
し
た
結
果
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て
い
る
よ

う
に
、
国
・
県
補
助
金
、
基
金
等
の
財
源
を
組
み
合
わ

せ
、
極
力
町
の
負
担
を
軽
減
す
る
取
組
が
伺
え
、
順
調

に
執
行
さ
れ
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
の
た
め
の
事

業
を
展
開
し
て
行
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

○
特
別
会
計

独
立
採
算
制
の
原
則
に
則
っ
て
財
源
確
保
の
た
め
の

徴
収
率
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
保
加
入
者
数
、

国
保
税
収
入
が
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
保
険
者
努
力
支

援
金
等
の
獲
得
に
よ
り
、
順
調
に
業
務
が
遂
行
出
来
て

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
支
援
事
業
交
付

金
等
を
活
用
し
た
介
護
予
防
事
業
等
を
実
施
し
て
、
給

付
費
の
削
減
に
努
め
基
金
の
積
立
を
行
う
な
ど
、
順
調

に
業
務
が
遂
行
出
来
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

区 分 歳入決算額 歳出決算額

境町一般会計 272億8,303万7,457円 264億9,603万8,633円

特別
会計

坂東市外２か町公平委員会 88万7,671円 25万1,909円

境町住宅事業 4億5,756万1,904円 4億5,299万89円

境町国民健康保険事業 26億1,449万2,608円 25億9,787万6,626円

境町後期高齢者医療事業 6億2,778万6,909円 6億2,695万2,086円

境町介護保険事業 21億3,636万4,855円 20億7,607万7,222円

合 計 331億2,013万1,404円 322億5,018万6,565円

決算特別委員会
岩﨑　博　委員長
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令和６年度　各種会計決算一覧




